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記者団からのインタビューの前に、会見は

ラリーとサーゲイからのちょっとしたプレゼ

ンテーションから始まった。どちらかとい

うと、2人ともバリバリの理系出身者とい

う風貌で、話し声もどことなくボソボソ声。

それでも、自信に満ちた感じで、グーグル

のこれまでの歩みに加え、米国で開始さ

た 「 Google Desktop Search」 や

「Google Print」といった新サービスにつ

いて淡々と語った。ほかにも、2004年3

月に発表となったものの、その実態につ

いては謎だった「東京研究開発センター」

についてもブロードバンドとケータイにつ

いての期待を明らかにしている。

プレゼンテーションが終わると、いよいよ

記者団との質疑応答だ。以下がその一部

始終。

──早い時期からブログホスティングサー

ビス企業（注：blogger.com）を買収して

いたが、現在のところグーグルのサイトと

は独立して運営しているようだ。今後、ブ

ログ分野でのグーグルの戦略は？

グー グル 創 業 者 の

2 人 が 答 え た

検 索 エ ン ジ ン の 現 在

Interview

秋雨の続く東京に晴れ間が広がった2004年10月18日。米グーグルの共同創業

者であるラリー・ペイジとサーゲイ・ブリンが来日し、都内で記者会見が行われた。

両者そろって来日というのは、なんと、これが初めてだそう。異色の方式と揶揄さ

れたIPOを終えて一段落し、株価も予想に反して（？）じわじわと上昇を続け、いま

も絶好調なグーグル。その創設者たちに、日本のメディアたちはなにを訊いたのだ

ろうか？　そして彼らはなんと答えたのだろうか？

インターネットマガジンではこの記者発表の模様を余すところなくお届けします。
※文中は敬称略・ファーストネームでの記載にしました

ラリー・ペイジ＋サーゲイ・ブリン インタビュー

肩書きは「技術部門担当社長」。スタンフォード
大学コンピュータサイエンスの博士課程でラリ
ー・ペイジと出会い、グーグルを共同で創設す
る。実はスタンフォード大学は休学中でまだ在
籍している。モスクワ出身。

肩書きは「製品部問担当社長」。現CEOのエリ
ック・シュミットが来る前までは、CEOを務めてい
た。恐るべきは、6歳からコンピュータに触れてい
たことだろうか。なんでも、父親がミシガン州立大
学コンピュータサイエンスの教授なんだとか。

文・長野弘子
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ラリー・ページ（以下ラリー）：ブログは、

簡単に情報を発信することを可能にする

ツールであり、検索分野にとっても非常に

重要です。なぜなら、人々がこれほどまで

容易に情報を発信できるようになると、情

報量が増えて検索の必要性が高まるから

です。また、ブログにはフォトログ、携帯電

話からコンテンツをアップロードするモブ

ログなどさまざまな種類がありますが、こ

れらのコンテンツに対して、グーグルでは

「グーグルAdSense」などの広告をターゲ

ット配信することができます。日本は、グ

ーグルAdSenseの市場で非常に大きな

市場であり、モバイル分野とともに期待で

きる分野です。

──ブログ用検索エンジンの予定は？

サーゲイ・ブリン（以下サーゲイ）：ブロ

グに最適な形の検索エンジンの開発は必

要だと思っており、取り組んでいます。し

かし、まだ開発段階です。

──検索ワードで、性的な言葉の検索が

一番多い国はどこですか？

サーゲイ：疑問の余地なく日本です（笑）。

ただ、おもしろいトレンドは、初期の頃は

「セックス」などの性的な言葉を含む検索

が全体の大きな部分を占めていましたが、

インターネット人口が増え、より多くのユ

ーザーがグーグルを使うようになるにつれ

て、こうした性的な言葉の検索は少なくな

りました。その理由は、数が増えるととも

にユーザー層やその興味が多様化したか

らだと思います。こうした特徴は、どの技

術的な進化の過程にも見られることです。

──グーグルのユーザーインターフェイス

（UI）は非常にシンプルで使いやすいとい

う特徴があるが、ツールを作るうえでの統

一的なポリシーは？

サーゲイ：実際のところ、Gmailはほかの

サービスとUIの作りが大きく異なっていま

す。電子メールをブラウザー上で読んだり

作成したりするために、より強力で複雑な

UIと、さらに日常的に使うので、素早いレ

スポンスが必要です。そこで、繰り返しテ

ストを行い、洗練したUIを開発する必要

がありました。しかし、ウェブ検索などほか

のサービスのUIに関しては、できるだけ簡

潔にするという方針を持っています。

──ブログなどで、トラックバックが頻繁

に行われると、本来の順位よりもそのサ

イトの検索結果の順位が上がるという傾

向がある。これらの問題への対処は？

サーゲイ：トラックバックによる検索結果

順位の変化もそうですが、ほかにも多くの

問題があるので、検索結果ができるだけ

ユーザーが求める情報に近づくよう、数百

人のエンジニアが日々新たな技術を開発

しています。こうして、毎週のように何かし

らの新技術がグーグルの検索エンジンに

組み込まれています。

──「Google Desktop Search」につい

て、マイクロソフトやヤフーも同様な検索

技術を開発中だが、技術面およびビジネ

ス面におけるグーグルの優位性は？

サーゲイ：ビジネス面では私たちはすで

に利益を上げています。競争があること

はいいことだと思いますし、一般検索は

非常に重要な分野です。これからも、多

くの企業が検索および検索関連分野で争

うことになるでしょう。また、技術面では、

適切な検索結果を素早く表示する検索ス

ピードや精度、また多様な検索サービス

の提供など品質を高めることで対抗でき

ると思います。さらに、広告もターゲット

の絞られた内容になっており、一般検索

Google New Service 1

Google Desktop Searchでパソコンの中まで検索

グーグルはウェブの検索だけでなく、パソコン

の中までその検索技術の手を伸ばした。それ

がこのGooglde Desktop Searchだ。まだ英語

版ベータだが、日本語でも十分に使える。利用

には、グーグルのサイトからソフトをダウンロー

ドしてインストールする必要がある。インストー

ルすると、自動で自分のパソコンの中をスキャ

ンして、検索のためのインデックスファイルを作

る。検索できるのは、エクセルやワードなどの

マイクロソフトオフィスのファイルと、アウトルッ

クなどのメールソフトのデータ、そして、IEのキ

ャッシュだ。

すごいのは、ウェブサイトで検索するのとなんら

変わらずに使える使い勝手だ。

Google Desktop Searchで検索した画面。通常の英
語版のGoogleから「Desktop」を選んで検索する。

通常のウェブ検索でも、自分のパソコン内のキャッシュ
が検索されて表示される。
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結果とは完全に切り離されています。これ

により、ユーザーが混乱することはありま

せん。また、今後機能を拡張する予定で

あり、PC上に限らず、デジタル家電や携

帯電話などの情報を包括的に検索する技

術の開発も検討しています。

──「Google Desktop Search」は日本

ではいつから開始するのか？

サーゲイ：現在、日本語版デスクトップサ

ーチはテストの段階です。日本語版や他

国語版のサービスはできるだけ早く開始

したいと思っています。ただし、英語版の

デスクトップサーチでも日本語の検索はで

きます。このツールには2種類の使い方が

あります。まず最初は、純粋にデスクトッ

プ検索として利用する方法です。もう1つ

の方法は、通常のグーグルのウェブ検索

とデスクトップ検索を同時に行う方法で

す。この場合、ウェブ検索の結果の上に

デスクトップサーチの検索結果が分かれ

て表示されますが、1つのページ上に表示

されます。この機能を使うようになってか

ら、ウェブ検索とデスクトップ検索の違い

をまったく感じなくなりました。

──「Google Desktop Search」はどうや

って収益を上げるのか？

サーゲイ：グーグルの検索エンジンが最

初に登場したとき、収益モデルについて

はそこまで明確ではありませんでした。し

かし、質の高い検索サービスを提供した

ことで多数のユーザーに利用してもらい、

その結果広告掲載で利益を上げることが

できたのです。今回も同様に、ユーザー

が求めるサービスというものを第一に考

え、収益モデルはその後からついてくるも

のだと思っています。Google Newsはそ

の顕著な例ですが、このサービスが米国

で始まったのはかなり前なのですが、ここ

からいかに収益を上げるかはまだ検討中

です。デスクトップ検索の収益モデルの可

能性としては、検索結果に広告を配信す

ることが挙げられますが、ユーザーのニー

ズを第一に考えていきたいと思います。

──「Google Desktop Search」では、ウ

ェブ検索の場合と同様、グーグルのサー

バーに検索ワードが送られるのか？

サーゲイ：Google Desktop Searchの場

合は検索結果はグーグルに送られません。

検索のためのインデックスファイルはロー

カルディスクに保存され、400KBという非

常に軽いサイズになっています。

──東京研究開発センターに関して、どの

ような技術開発を考えているのか？

ラリー：ブロードバンドや携帯電話の普及

が進んでいる日本市場は、研究開発の重

要拠点になると考えています。東京研究

開発センターでは、とくにモバイル系の事

業に注力し、日本で新商品を開発して後

に米国で利用されるようにしたいと考えて

います。グーグルはiモード向けの検索サ

ービスをすでに数年前から提供していまし

た。日本と比べると遅れていますが、米国

ではSMSベースの検索クエリーサービス

も最近開始しており、携帯電話での情報

検索もより便利になりつつあります。日本

はいつも技術的に触発される場所であり、

帯域幅やディスプレイの大きさなど、携帯

電話の特性に合った技術やサービスを開

発できると考えています。日本から最初の

技術が登場してくることを期待しています。

──ダブルバイトコードについて、日本で

研究することは効果があるとのことだが、

この分野でもっとも解決すべき問題とは？

ラリー：日本語をはじめとするダブルバイ

Google New Service 2

Google Printで出版物の中身まで探せる！

グーグルで英語を検索しているときに右の画面

のように本のアイコンが出てくることがまれにあ

る。この検索結果をクリックすると、本のペー

ジが表示され、検索語がハイライトされている。

これがGoogle Printで、実際の本の中身を

検索するサービスだ。

自社の本を検索してもらいたい出版社は、サイ

トから申し込んで審査が通れば無料で登録で

きるという。本のスキャンはグーグル側で行わ

れるようだ。なお、出版社からはお金はとらな

いので、こちらも広告モデルで成り立っていく

ようだ。なお、気になる日本版だが、インタビュ

ーを読んでいただければわかるとおり、まだ少

し時間がかかるだろう。

実を言うと頻繁にお目にかかるわけではないこの
Google Print。たまたま検索にひっかかったというケ
ースが多いのだ。

検索結果は本のレイアウトどおりに表示さ
れるのがうれしいところ。これならちゃんと
中身を確認して本が買えるようになる。

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
©1994-2007 Impress R&D



+++ iNTERNET magazine 2005.01 +++ 119

トコードの問題に関しては、まず形態素解

析※1の問題があります。また、最近、日本

語でのスペルチェックのサービスも提供

を開始しました※2。これは重要な技術で、

まだ改良を続けています。こうした技術を

継続して開発していきたいと思います。た

とえば、OCR機能に関しても開発段階で

すが、漢字は形が複雑なうえ数が多いの

で難しいところです。

──ブロードバンドの検索について話をし

ていたが、それは動画の検索を指すのか。

ラリー：日本では本当の意味でのブロー

ドバンド環境が整っており、欧米よりも数

年先を行っています。その意味では、日

本で研究を進めることで、未来を先取り

できると思います。ブロードバンド化は、

動画検索だけではなく、アプリケーション

の高速化にもつながります。検索結果を

速く大量に届けられる環境では、さまざま

な可能性が考えられるでしょう。ほかの方

法も含めた新しい活用方法を見つけてく

れると思っています。

──「Google Print」の日本でのサービ

スはいつごろか？

ラリー：インターフェイスは完成している

のですが、日本語OCRの精度を高めたり、

ダブルバイトコードの問題など、解決すべ

き問題がまだ多いので、かなり先のこと

になるでしょう。

──収益のほとんどは広告だが、シェアを

取ってしまったら頭打ちになるのではない

か。それ以外の収益の可能性は？

ラリー：ほかの収入源を考える予定はあ

りますが、検索広告市場はまだ改善の余

地がある分野です。たとえば検索結果の

ページだけでなく、ネット上のすべてのウ

ェブサイトに広告を表示することで、グー

グルにとって新しい広告収入源になるだ

けでなく、広告主にとっても最適な選択肢

を与えることになるでしょう。コンテンツ

サイトの広告分野は、とくに日本で急速な

成長を見せており、まだこの分野での成

長は続くと思っています。

──グーグルに対抗し、検索結果をカテ

ゴライズして情報の精度を高める検索サ

ービスなどが登場している。グーグルは検

索対象を広げるだけではなく、精度を高め

る方向へは行かないのか？

サーゲイ：カテゴリー別に検索結果を分

けたとしても、もともとの検索結果が正確

でなければ意味がありません。もちろんグ

ーグルでもさまざまな検索スタイルの可能

性を研究しており、検索結果をカテゴリー

分けするような技術も検討しています。し

かし、カテゴリー分けをできたとしても、一

番重要なのはユーザーが求める情報を正

確に提供することに変わりはありません。

──SEO対策についてはどう思うか？

ラリー：グーグルを不正に操作しようとす

る人や、グーグルの検索順位を上げるた

めに悪用する人が多いのは事実です。不

正なランキングを排除するような技術開

発を行うことで対抗していますが、正当な

理由でグーグルの検索結果に含めるべき

ものは支援するつもりです。

──「gbrowser.com」というドメイン名を

登録しているが、ブラウザー開発を進めて

いるのか？

ラリー：gbrowser.comはいくつも取得し

たドメインの1つです。ブラウザーに新し

い機能を追加するための仕組みとして

『Google Deskbar』のようなブラウザー

のアドオンツールは今後も提供しますが、

ブラウザーそのものを作ることは現段階

では考えていません。

※1 文章を形態素（単語）に分解する技術。英語は単語間にスペースが入るが、日本
語は文字が連続して記述されるので、検索エンジンに単語を抽出させる必要がある。

※2 「もしかして：○○○○」と表示される。たとえば、「フイルム」で検索したときに「も
しかして：フィルム」が表示されるなど。

後日談：でもやっぱり向かうのはオタクのメッカ『アキハバラ』

なんと！ うわさによれば、記者発表を終えた2

人は、そのまままっすぐオタクたちのメッカである

秋葉原に直行したのだとか（最近の秋葉原は電

気街というよりも、アニメ好きが集う場所になっ

てきているが）。写真のようにあれこれと物色し、

もちろん本社でも愛用する電気マッサージチェ

アもチェックしていたが、結局買ったのはUSBメ

モリー程度だったとの情報が……。

日本のアキバはもう本物のコンピュータ好きには

魅力がないのだろうか？ケータイ電話ショップの前で
新型の端末を物色する2人。

最新式のカーステレオにも興味津々。そのうち
カーステレオ向けの検索サービスもありそう？
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